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オ ホ ー ツ ク 海 沿 岸 に は、 縄 文 早 期 か らア イ ヌ 文

化期 の 貝 塚 ・住 居 跡 な ど、 多 くの 遺 跡 の存 在 が 知

られ て い る。 そ れ らの 立 地 ・分 布 変 化 は 、 当 時 の

環 境 変 化 と密 接 な 関 係 に あ る と され 、 考 古 学 的 見

地 か ら同 地 域 の古 環 境 変 遷 に つ い て の 関 心 が 高 い

(前 田 、1984)。

この よ う な視 点 か ら、 オ ホ ー ツ ク海 沿 岸 で は 、

堆 積 物 の 珪 藻 分 析 ・花 粉 分 析 な ど に よ る古 環 境 復

元 に つ い て 研 究 が 行 わ れ て き た(た と え ば 、

Kumanoetal.,1984;Satoetal.,1997;五 十 嵐 、

1973;前 田 、1982;松 田 、1983な ど)。 特 に 、

同地 域 の な か で 、縄 文 早 期 か らア イヌ 文 化 期 の遺

跡 が 多 く調 査 さ れ て い る

常 呂 周 辺 で は 、 こ れ ま で

更 新 世 に形 成 さ れ た 台 地 に囲 まれ 、大 き な流 入 河

川 が な い こ とや 浜 提 で サ ロマ 湖 と隔 て られ て い る

こ とか ら、縄 文 期 の 高 海 面 期(太 田 ほ か 、1990)

に形 成 され た 溺 れ 谷 を埋 積 して 形 成 され た と考 え

られ る(図1)。 この よう な小 溺 れ 谷型 の低 地(海

津 、1994)の 堆 積 物 に は 、 縄 文 期 以 降 の 古 環 境

情 報 が 詳 細 に記 録 さ れ て い る こ とが 指 摘 され て お

り(松 島 、1983)、 周 辺 地 域 の 古 環 境 解 析 に 適

して い る 。今 回 、 こ の ウ リル ン トウ低 地 に お い て

掘 削 調 査 を行 い 、 縄 文 早 期 か ら現 在 ま で の 古 環 境

情 報 を記 録 して い る こ とが期 待 され る連 続 試 料 を

採 取 す る こ とが で き た。 本 稿 で は 、 得 られ た ボ ー

リ ン グ コ ア試 料 につ い て 、 まず 珪 藻 分 析 を行

常 呂 川 下 流 低 地 を 中 心 に 、

地 形 発 達 、 海 面 変 動 につ

い て議 論 さ れ て い る(海

津 、1983;Sakaguchiet

al.,1985な ど)。 しか し、

当 時 の 人 間活 動 を考 え る

上 で 重 要 な要 素 で あ る 植

生 変 化 につ い て は 、 阪 口

(1989)の 最 近 約2000年

間 の 泥 炭 層 の 花 粉 分 析 に

よ る報 告 が あ る の み で 、

縄 文 期 あ る い は そ れ以 前

か ら の連 続 的 な 試 料 を 用

い た 報 告 は 未 だ され て な

い 。 以 上 の 問 題 点 を踏 ま

え 、 サ ロ マ 湖 東 部 ウ リル

ン トウ低 地 に注 目 し、 完

新 世 の 古 植 生 復 元 を試 み

た 。

ウ リル ン トウ低 地 は、
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うことによりウリルントウ低地の堆積環境を推定 し、

その結果 と花粉化石群集の推移から縄文早期以降

の植生について議論する。

研 究 方 法

ボ ー リ ン グ コ ア試 料 の 採 取 は 、1998年6月 に ウ

リ ル ン トウ低 地 にお い て 、 ピー トサ ンプ ラー を用

い て 行 っ た(図1:Loc.1)。 採 取 した ボ ー リ

ン グ コ ア試 料 は、 現 地 に お い て 簡 単 な層 相 の 観 察

を行 っ た後 、 ビニ ール袋 に包 み研 究 室 に持 ち帰 っ た 。

研 究 室 に お い て 、 試 料 を縦 方 向 に二 分 し、 肉眼 観

察 で 火 山灰 、 植 物 片 、 貝 殻 片 の 有 無 を確 認 し、詳

しい層 相 の 記 載 を行 っ た 。 そ の 後 、花 粉 分 析 ・珪

藻 分 析 の た め の 試 料 を5～10cm間 隔 で1cm幅 で 切

りだ した 。

花 粉 ・胞 子 の 抽 出 はKOH-ZnCl2重 液 分 離 一ア セ

トリ シ ス 法(三 好 、1985)で 行 い 、 グ リ セ リ ン

ゼ リー を用 い て プ レパ ラ ー トに封 入 した。 封 入試

料 は200～400倍 の 光 学 顕 微 鏡 下 で 検:鏡 を 行 い 、

松 田(1983)に 従 い 、木本 花 粉 の総 数 か らAlnus(ハ

ン ノ キ属)を 引 い た 数 が300個 以 上 に な る ま で 、

順 次 出 現 す る花 粉 胞 子 粒 を 同 定 ・計 数 した 。 分 析

結 果 の 表 示 は 木 本 花 粉 の 総 数 か らAlnusを 引 い た

数 を基 数 と して 各 々 の 花 粉 胞 子 の 百 分 率 で 示 した 。

珪 藻 遺 骸 の 抽 出 は ス ミア ス ラ イ ド法(鹿 島 、

1998)に よ り行 い プ レパ ラ ー トを作 成 し た 。 作

成 した 封 入 試 料 は 、1000倍 の 光 学 顕 微 鏡 下 で200

～300個 体 につ い て 珪 藻 遺 骸 の 種 の 同 定 ・計 数 を

行 っ た 。 た だ し深 度145cmの 層 準 、 深 度900cmよ

り下 位 の 層 準 で は 、全 視 野 につ い て検 鏡 を行 っ た

が 珪 藻 遺 骸 数 は200個 体 に 満 た なか っ た 。14C年 代

測 定 は株 式 会 社 地 球 科 学 研 究 所 に依 頼 した 。

ボ ー リ ン グ試 料 層 相 と年 代

ボ ー リ ン グ試 料 の 地 質 柱 状 図 を図2に 示 した 。

試 料 の 全 長 は1350cmで あ り、 全 層 準 を通 じて 粘

土 質 で あ り、大 き く分 け て下 部 か ら粘 土 層 、 シル

ト質 粘 土 層 、泥 炭 質 粘 土 層 に 分 か れ る。 詳 しい 層

相 の 変 化 につ い て は 以 下 の 通 りで あ る。

深 度1350cm～900cmま で は 、 暗 青 灰 色 あ る い

は 青 灰 色 粘 土 層 で 、 貝 殻 片 が 点 在 し最 下 部 に レ キ

を含 む 。 そ の 上 位 の 深 度900cm～718cmは 粒 度 が

粗 くな り、青 灰 色 あ る い は 暗 青 灰 色 シ ル ト質 粘 土

層 が 堆 積 す る 。 この 層 準 で は 深 度900cm～818cm

cmO

100

1700±60yrBP→ レ
200

300

400

5・1・±6・y,BP$SO

㎝

700

8006970±70
yrBP

蜘

1000

1100

1200

1300

凡例

園 泥炭質粘土

Eヨ シルト質粘土

Eヨ 粘土

國 火山灰

巨ヨ ラミナ

Eヨ 貝殻片

囲 レキ

図2.ボ ー リ ン グ コ ア地 質柱 状 図

に貝 殻 片 を含 ん で お り、 深 度837cmの 貝 片 にお け

る14C年 代 測 定 値 は6970±70yrBP(Beta-122381)

で あ っ た 。 さ ら に こ の 層 準 で は 深 度818cm～

718cmに 顕 著 な ラ ミナ 構 造 が 認 め られ た 。

シ ル ト質 粘 十 層 の 上 部 の 深 度718cm～30cmは

灰 褐 色 あ るい は 暗褐 色 泥 炭 質 粘 十 層 が 堆 積 す る 。

こ の層 準 の 深 度718cm～515cmは 、 下 位 の層 準 に
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図3.珪 藻分析結果

引 き続 い て ラ ミナ構 造 が 確 認 で き た。 深 度515cm

～30cmは
、 暗 褐 色 あ る い は 暗灰 色 泥 炭 質 粘 土 層 が

堆 積 し て お り、 こ の 層 準 の 上 部 の 深 度159cm～

125cmの 間 に は3層 の青 灰 色 シル ト層 が 見 られ た 。

この 泥 炭 質 粘 土 層 に お い て 、 ラ ミナ 構 造 を持 た な

い層 準 の基 底 付 近(深 度514cm～510cm)の 堆 積

物 に お け る14C年 代 値 は 、5010±60yrBp

(Beta-122380)で あ っ た 。 さ らに 泥炭 質 粘 土層 と

シ ル ト層 の境 界 付 近(深 度186cm)の 植 物 片 に お

け る14C年 代 測 定 値 は 、1700±60yrBp

(Beta-122379)で あ っ た 。 深 度30cmよ り上 部 は

採 取 で き なか っ た た め 、 詳 しい層 相 を知 る こ とは

で きなか った 。

ま た 、 深 度120cmに 灰 色 火 山 灰 、 深 度52～

53cmに 灰 褐 色 火 山 灰 が 確 認 で きた 。 これ ら に つ

い て は対 比 され る火 山灰 につ い て検 討 が必 要 で あ る 。

珪藻分析結果

全試料を通 じて100種 以上の珪藻種が産出 した。

タ ー ン を示 した14種(種 群)を 選 ん で 、 珪 藻 遺 骸

群 集 ダ イヤ グ ラ ム を作 成 し、 珪 藻 遺 骸 群 集 の 変 遷

か ら、 本 試 料 を1帯 か らIV帯 に 区分 した 。 しか し

一 つ の珪 藻 帯 の 中 に お い て 珪 藻 群 集 の細 か な変 動

が 見 られ た た め 、 そ れ ら を細 分 し、 各層 準 は ア ル

フ ァベ ッ トで 示 した(図3)。 各 珪 藻 帯 とそ の 細

分 帯 に お け る 詳 細 な特 徴 は 表1に ま とめ た 。 ま た 、

各 珪 藻 帯 の 主 な珪 藻 遺 骸 群 集 の 特 徴 は 以 下 の 通 り

で あ る。

DI帯:深 度974～844cm

Cocconeisscute〃umが10～40%産 出 し優i占種 で

あ る。 ま た 、 汽水 域 か ら沿岸 域 に生 息 す る 種 が 特

徴 的 に産 出 した 。

DH帯:深 度834～484cm

Cyclote〃acaspiaが 優 占 的 に10～60%産 出 し、

Cocconeisscute〃umとFragilariaspp.が そ れ に 随

伴 す る こ とで 特 徴 付 け ら れ る 。Cyclote〃acaspia

は塩 分 が 海 水 の3分 の1以 下 程 度 の 低 鹸 汽 水 域 で

優 占 的 に出 現 す る こ とが 知 ら れ て い る 。
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表1.珪 藻遺骸群集の特徴と推定 される古環境

深 度(cm) 特徴的な珪藻種 推定される古環境 備考

淡 水 ～汽水 の池沼.水 草
,

Fragflaffaspp.が 優 占(40～90%) な どが繁茂す る よ うな,
DII-f 484～524

Cydo亡e丑acaspfaが 随 伴 す る(10～3596) 水深1m程 度以下の水
5010±60

域.
yrBP

(514Cln.)

DII-e 533～544

Cydαellacaspfaが 優 占す る(50～60%)

Eragflarねspp.が 随 伴 す る(20～30%)

海 藻 な ど に 付,着 す るCocconefssc磁ellumが 産 出

汽水 の池 沼.海 藻な どが

繁茂 す るよ うな,水 深 の

小 さい水 域.
す るよ うにな る(10%以 下).

.Fragflarfaspp.が 優 占(40～80%) 淡水 ～汽水 の池 沼.
DII-d 554～654

Cydo亡ellacaspfaが 随 伴 す る(10～40%) 水深1m程 度 の水域.

Cydo亡ellacasplaが 優 占す る(40～60%) 汽水の池沼.海 藻などが

DII-c 664～734 F抱gflarfaspp.が 随 伴 す る(10～40%) 繁茂 す るよ うな,水 深 の

Cocconelssc厩ellumも 産 出 す る(10%以 下). 小 さい水 域.

汽水の池沼.海 藻などが

DII-b 744～764
Cooconefssculむe11αm(25～30%),Cydo亡ella

caspfa(15～30%)が 優 占す る.
繁 茂す るよ うな,水 深 の

小さ い水域.

汽水の池沼.海 藻などが

Cydo亡ellacaspfa(30～50%),Fragflarゴaspp. 繁茂す る よ うな,水 深 の

DII-a 774～834 (20～40%)が 優 占す る. 小 さい水域.

Cocconelssc厩e11αmも 産 出 す る(10%以 下). 6970±70

(汽水化の開始) yrBP
(837cm)

Cocconefsscα 乙ellum(10～40%)が 優 占す る.

海 岸域 な どに付着 して 生息す るAchna配hes

DI 844～974

ゐaαcldana,Dfplonelssm1亡hlf,Mεzschfa

granulaLa,Nlanceo1飢a,N漉 亡ofalfsな どが 多
海水 ～汽 水環境,水 深 の

小 さい入 り江.
く産出する

924Cmの 層準 のみCydαellacaspfaが 優 占す る

(45%)

D皿 帯:深 度474～214cm

Cyclote〃ocaspiaの 割 合 が 急 激 に減 り、DH帯

で 随 伴 種 と して認 め られ た 、FragilariaSPP.が30

～90%産 出 す る優 占種 と な る 。Fragilariaspp .は

淡 水 の湖 沼 や 湖 岸 域 に 広 く生 息 す る種 で あ り、 ま

た そ の 一 部 は 汽 水 域 に お い て も生 息 して い る。

DIV帯:深 度204～104cm

Fragila》iaspp.に 加 え て 、 淡 水 生 のAulacoseira

gran"lata、Tabe〃ariafenestrataが 各10～70%、

10～20%産 出 す る よ う に な る 。
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表1.珪 藻遺骸群集の特徴 と推定 される古環境(つ づき)

深度(cm) 特徴的な珪藻種 推定される古環境 備考

DIV-d 104～134
.Aulacosef」 穀granロ1a亡aが 優 占(50～7096)

Tabe"aがalbnes亡r説aが 随 伴(10～20%)
淡水の池沼

珪藻殻 が 少な い. 海側からの堆積物の混
DIV-c 145

淡水生種と海水生種が混じる 入.

A乙11acc)selragraτ1ula亡aとFragflarfaSPP.が 優 占 淡水の池沼.水 草などが

DIV-b 154～174 (各30～40%) 繁 茂す るよ うな,水 深1

乃 わellaがa必11θs孟ra亡aが 随 伴(10～20%) m程 度 以下 の水 域.

淡水の池沼.水 草などが
1700±60

DIV-a !85～204

Eragブ1ar1物spp.カ ミ優 占(50～70%)

/1UlacosefragranUla亡a,7盈bellarfalbηes亡ra亡aカ ミ

繁 茂す るよ うな,水 深1

m程 度 以下 の水 域.

yrBP

(186cm)

随伴(各10～20%) (完全に海域と切り離さ

れ,淡 水 化す る)

水 深 の小 さい(50Cm以 下)

Eragflaがaspp.が 優 占(50～70%) 淡 水～汽 水 の池 沼.

DIII-d 214～244
Melosfrasp.一1が 随 伴 す る(10～20%)

Aα1acosefragranUla顔,倣bellarfa血nes加aむaも

Mdosf1喰sp.一1は 塩 性 湿

地 の 特 徴 種 な の で,一 時

随伴(各0～10%) 的に海水の流入があっ

た.

Eragflaがaspp.が 優 占(70～90%) 水深の小さい淡水～汽水

DIII-c 254～304
Mθ10sノ齪sp.一1が 随 伴 す る(0～10%)

Aし11acosefragraηUla亡a,Tヨ わellarfa113ηes亡ra亡alま

の 池 沼.Melosfrasp.一1

の 割 合 はIII-Cに 比 べ て 小

ほとん ど産 出しな い. さ い.

淡水の池沼.水 草などが

Fragllar拍spp.が 優 占(30～50%) 繁茂す るよ うな,水 深1

DIII-b 314～324
Aulacose/ragra12α1a古a,7hbellar∫a]セ ηes往a亡aカ ミ

随 伴(各10～20%)

m程 度 以下 の水域.

Mdosfrasp「1も 産 出す

A兜10sfrasp.一1が 随 伴 す る(5～1596) るの で,わ ず かな が ら海

水の流入があった

淡水の池沼.水 草などが

繁茂す るよ うな,水 深1

m程 度 以下 の水域.

DIII-a 334～474

E旧gfla互aspp.が 優 占(80～95%)

Cydo亡ellacaspゴaが わ ず か に 産 出(0～5%)

Aα1acosefragranα1a亡a,T≧ ～わellarfa1ヒ}nes亡1ra亡aレま

ほ とん ど産 出 しな い.

DII帯 まで に比べて 海域 の

影 響 は小 さい.

しか しC5'℃10むellaoaspfa

も産 出す るので,わ ず か

ながら海水の流入があっ

た.

花 粉 分 析 結 果

全 層 を通 じて 検 出 さ れ た 花 粉 胞 子 は 木 本 花 粉

(AP)22種 類 、草本花 粉(NAP)28種 類 、胞子(FS)

5種 類 であ った。全層準 を通 してhepidObUimusが 優 占 し、

Ulmasが20%前 後 で安定 して出現 した。 また草本花 粉 ・

胞子 は全層準 を通 して、そ れぞれ5～10%前 後 、1～5

一45一
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%前 後 で 低 率 で あ っ た(図4)。

これ らの 中 で主 な 木 本 花 粉 の 出 現 率 を検 討 した

結 果 、 下 層 か ら次 の5花 粉 帯 に分 帯 し、 そ れ ぞ れ

の花 粉 帯 に特 徴 的 に 出 現 す る種 類 を用 い て 名前 を

付 け た 。 ま た 、Pll帯 につ い て は さ ら に分 帯 が 可

能 で あ る と判 断 し、 細 分 を行 っ た 。5花 粉 帯 の 特

徴 は 以 下 の 通 りで あ る 。

PI帯:Betula-LepidobalanusZone(カ バ ノ キ

属 一 コナ ラ亜 属 帯):深 度1304～814cm

本 帯 の 下 部 で 、60%前 後 出現 し優 占種 で あ っ た

Betulaが 深 度1254cmで 急 激 に 減 少 し 、 一 方

Lepidobalanusは 深 度1254cmで 急 激 に増 加 し、40

%～60%出 現 し優 占種 とな る 。 また 広 葉 樹 で あ る

luglansは5%前 後 出現 し、CalpinusがPI帯 の 上

部 か ら増 加 し始 め る 。

PIII帯:Lepidobalanus-BetulaZone(コ ナ ラ 亜

属 一 カバ ノ キ属 帯):深 度814～584cm

LepidobalanusはPH-a帯 で60%か ら35%に 激

減 す る が 、PH-b帯 に入 り40%～60%の 問 で 増 減

しな が ら緩 や か に増 加 す る。 一 方 、PH-a帯 で 一

時 増 加 したBetulaは40%程 度 まで 増 加 す るが 、 そ

の 後PH-b帯 に 入 り増 減 を繰 り返 しな が ら10%ま

で 減 少 す る 。 ま たluglansはPH-a帯 で い っ た ん

減 少 す るが 、PH-b帯 に お い て 再 び10%前 後 まで

増 加 す る 。CalpinusはPH-b帯 か ら増 加 し始 め る 。

P皿 帯:Lepidobalanus-Ulmus-Betula-Calpinus-

AbiesZone(コ ナ ラ亜 属 一 ニ レ属 一 カバ ノ キ属 一

ク マ シ デ 属 一モ ミ属 帯):深 度584～374cm

Lepidobalanusは50%～70%の 問 で 増 減 を繰 り

返 す 優 占種 で あ る。Betulaは10%前 後 出 現 し大 き

な 変 化 は 認 め られ な い 。Calpinusは5～10%の 間

で 増 減 しな が ら、pm帯 の 上 部 に 向 か っ て1%ま

で 減 少 す る 。luglansはP皿 帯 の 下 部 で2%ま で 減

少 し、 そ の 後5%前 後 で 安 定 す るが 、PI]1帯 の 上

部 で1%ま で 減 少 す る 。 ま た 、Abiesに は 僅 か に増

減 が 見 られ る。

PIV帯:Lepidobalanus-Betula-Calpinus-Abies

Zone(コ ナ ラ亜 属 一 カバ ノ キ 属 一 ク マ シ デ 属 一

モ ミ属 帯):深 度374～185cm

Lepidobalanusは70%か ら50%ま で 減 少 す る が 、

PIV帯 上 部 で 再 び 増 加 す る。BetulaはPIH帯 よ り

も 増 加 し 、20%前 後 を 占 め る よ う に な る 。

Calpinusは 再 び 増 加 し5%～10%を 占 め る 。 ま た 、

Abiesが5%前 後 を 占 め 、 さ ら に こ の 花 粉 帯 か ら

Piceaが 微 増 す る 。

PV帯:Lepidobalanus-Betula-Picea-Abies-

MyricaZone(コ ナ ラ 亜 属 一 カ バ ノ キ 属 一 ト ウ ヒ

属 一 モ ミ属 一 ヤ マ モ モ 属 帯):深 度184～34cm

LepidobalanusはPIV帯 に 比 べ や や 減 少 す る が 優

占 種 で あ る こ と に 変 わ り は な い 。Betulaは 深 度

84cmで7%ま で 減 少 す る が 、 再 び20%ま で 増 加 す る 。

/uglansとCalpinusの 出 現 率 は 減 少 す る 。 一 方 、

Abies、Picea、Myricaが 増 加 を 示 し そ れ ぞ れ5%

～10%前 後 を 占 め る 。

珪 藻 分 析 結 果 か ら推 定 され る 堆 積 環 境 の 変 化

本 試 料 の珪 藻 分 析 結 果 か ら海 岸 域 か ら汽 水 域 ・

汽 水 域 ・汽水 域 か ら淡 水 域 に生 息 す る珪 藻 遺 骸 が

産 出す る事 が 明 らか に な っ た 。 そ れ らの 珪 藻 遺 骸

群 集 の変 動 か ら、 調 査 地 点 付 近 で は過 去 に水 域 の

変 動 が 存 在 した こ とが 推 測 され る。 本 章 で は、 珪

藻 分 析 結 果 か ら堆 積 環 境 の 変 化 につ い て検 討 す る 。

DI帯 は 海 藻 な ど に 付 着 す るAchnanthes

hauckiana、Diploneissmithii、Masto810iaSPP.、

ノVitzschiaconstricta、 〈π.granulata、N.1anceolata、

N.littoralis、N.punctataが 優 占す る事 か ら、 水 深

は 浅 か っ た こ とが 推 定 され る 。 こ れ は この 地 域 が

当 時 海 に面 した 入 り江 で あ った こ とを示 して い る。

DI帯 とDH帯 の境 界 層 準 か ら6970±70yrBPと

い う14C年 代 測 定 値 が 得 ら れ て い る こ とか ら、 約

7000年 前 頃 ま で こ の よ う な 汽 水 ～ 海 水 環 境 で 、

水 深 の 小 さい 入 り江 の形 成 が な さ れ て い た と考 え

られ る。

Dll帯 に な る と、 汽 水 湖 沼 に生 息 す るCyclote〃a

caspiaが 増 加 す る こ とか ら、 本 地 域 の 塩 分 は1帯

に比 べ て低 下 し、 低 戯 汽 水 環 境 と な っ た こ とが 推

定 され た。DH帯 の 最 上 部 付 近 の層 準 か ら5010±

60yrBPの14C年 代 測 定 が 得 られ て お り、 こ の よ う

な 汽水 環 境 が5000～4500年 頃 まで 続 い て い た 。

D皿 帯 はCyclote〃acaspiaが 減 少 し、 淡 水 ～ 汽

水 域 に 生息 す るFragilariaspp.が 優 占す る こ とか ら、

DH帯 に比 べ て さ ら に海 水 の 流 入 が 減 少 し、 淡 水

環 境 が 強 ま っ た こ とが 推 定 され る 。 た だ 、塩 性 の

湿 原 に特 徴 的 に 産 出 す るMelosirasp.一1が 一 部 の

層 準(DH-b、DH-d)か ら産 出 して お り、 完 全

に 海 水 の 影 響 が な くな っ た の で は な く、 一 時 的 な

海 水 の 流 入 が 時 折 見 ら れ た こ とが 推 定 され る 。D

m帯 とDIV帯 の 境 界 付 近 か ら1700±60yrBPの

一47一
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14C年 代 測 定 値 が 得 られ て お り
、 こ の よ うな 淡 水

～ 汽 水 環 境 は2000～1700年 前 頃 まで 続 い て い た

と考 え られ る 。

DIV帯 は 淡 水 の 湖 沼 に 生 息 す るAulacoseira

granulata、 淡 水 の 湿 原 に 生 息 す るTabellaria

fenestrataが 優 占 す る こ とか ら 、 淡 水 の 沼 沢 ～湿

原 と な っ た こ と が 推 定 さ れ る 。 し か し、 深 度

145cmの 層 準 で は 数 は 少 な い が 、 汽 水 ～ 海 水 域 に

生 息 す る種 が 産 出 して お り、 一 時 的 な 海 水 の流 入

が あ っ た と考 え ら れ る 。

以 上 の よ うに 、 ウ リル ン トウ低 地 は 汽 水 ～ 海水

環 境(DI帯)か ら、 汽 水 環 境(DH帯)、 淡 水

～汽水 環 境(DM帯)を 経 て、 淡水 環 境(DIV帯)

へ と変 化 し た 。 こ れ は 約7000年 前 以 降 、 入 り江

が次 第 に海 か ら切 り離 され て 、 汽水 環 境 を経 て 、

淡 水 の 沼 沢 ～湿 原 とな る と い う、 一 連 の 海 退 過程

を 示 し て い る 。 以 上 の こ と か ら 、 同 地 域 は 約

7000年 前 以 降 、 汽 水 あ る い は 淡 水 の 溺 れ 谷 の状

態 が 続 い て い た と推 定 され る。

ウ リル ン トウ低 地 周 辺 の 森 林 植 生 変 化

前 章 で 述 べ た よ う に、 珪 藻 分析 結 果 か ら、 ウ リ

ル ン トウ低 地 は 汽 水 あ る い は 淡 水 の 水 深 の 小 さい

水 域 で 、 溺 れ 谷 の 状 態 が 長 く続 い た と推 定 され た。

これ は草 本 花 粉 ・胞 子 が 全 層 準 を通 して 数 が 少 な

い こ と と調 和 的 で あ る。 従 って 木 本 花 粉 の 変 動 は 、

ウ リ ル ン トウ低 地 周 辺 の 台 地 や 山地 の森 林 植 生 変

化 を 反 映 した もの と考 え られ る。 以 上 の こ と をふ

ま え 、本 章 で は ウ リル ン トウ低 地 周 辺 の 森 林 の変

化 に つ い て検 討 す る。

北 海 道 にお け る後 氷 期 以 降 の植 生 に つ い て検 討

した 中村(1960、1968)、 塚 田(1974)に よる と、

亜 寒 帯 針 葉 樹 林 と ダケ カ ンバ が 優 占 す る時 期 と し

てRI帯 、 そ の 後 コナ ラ亜 属 が 優 占 す る時 期 と し

てRH帯 の2帯 を 区 分 し て い る 。 ま た 、 前 田

(1982)の ク ッチ ャ ロ湖 畔 、 松 田(1983)の 斜 里

地 域 に お け る花 粉 分析 で も、 カ バ ノキ 属 の減 少 と

コナ ラ亜属 の 増加 す る時期 を一 つ の 区分 に してい る 。

本 試 料 のPI帯 にお い て も、 カバ ノ キ属 の 急 激

な減 少 と コナ ラ亜属 の 増加 が認 め られ るの で 、PI

帯 はRR帯 に対 応 し、 ウ リル ン トウ低 地 周 辺 で は

そ れ まで 優 先 して い た カバ ノキ 属 が 減 少 し、 コナ

ラ亜 属 が 大 部 分 を 占め る広 葉 樹 林 帯 が 拡 大 して い

っ た と考 え られ る。 ま た 、 ニ レ属 ・オ ニ グ ル ミは

安 定 して 出 現 して い る こ とか ら、 広 葉 樹 林 帯 の 構

成 樹 種 と して分 布 して い た と考 え られ る。 さ ら に、

PI帯 の 上 部 か ら クマ シ デ属 の 増 加 が 認 め られ る

た め 、 同 様 に広 葉 樹 林 帯 の構 成 樹 種 と して 分 布 を

広 げ 始 め た と考 え られ る。

RI帯 とRll帯 の境 界 は 、 塚 田(1981)に よる

と約8500年 前 、前 田(1982)で は 約9000年 前 と さ

れ て お り、 ま たPI帯 上 部 の深 度837cmか ら産 出

し た 貝 殻 片 に よ る14C年 代 測 定 で は 、6970±

70yrBPと い う結 果 が 得 られ て い る の で 、1帯 は 約

9000年 前 ～8500年 前 か ら約7000年 前 と考 え られ る 。

続 くPH帯 は 、 広 葉 樹 が 一 時 的 に減 少 し(PH

.a帯) 、 再 び 増 加 す る(PH-b帯)の に 対 し、 カ

バ ノ キ属 は これ と負 の相 関 関 係 に あ る 。 また 針 葉

樹 で あ る モ ミ属 が 微 増 す る 。 この こ とか ら、 五 十

嵐 ほ か(1973)が 湧 別 町 に お け る花 粉 分 析 結 果

か ら示 した 、 約7000年 前 か ら6000年 前 の モ ミ属

と トウ ヒ属 が優 占す る時 期 に対 応 す る と考 え られ る。

ウ リ ル ン トウ低 地 周 辺 で は 、 コ ナ ラ亜 属 を主 と し、

オ ニ グ ル ミ ・クマ シ デ属 ・ニ レ属 を構 成樹 種 とす

る広 葉 樹 林 帯 が 広 が っ て い たが 、 そ れ らの 広 葉 樹

林 に モ ミ属 が 点 在 す る針 広 混 交 林 が 見 られ た と考

え られ る 。 ま た 、PH帯 の 上 部 の 年代 は 、 推 測 年

代 と して 五 十 嵐 ほ か(1973)を 参 考 に す る と 、

PII帯 は約7000年 前 か ら約6000年 前 と考 え られ る 。

PIH帯 は、 コ ナ ラ亜 属 が 高 出現 率 で 優 占 し、 オ

ニ グ ル ミ ・ク マ シ デ 属 ・ニ レ属 が そ れ に続 くこ と

か ら 、 五 十 嵐 ほ か(1973)に よ る 約6000年 前 か

ら3700年 前 の コ ナ ラ 亜 属 や オ ニ グ ル ミが 増 加 す

る 時 期 に対 応 す る と考 え られ る 。 ウ リ ル ン トウ低

地 周 辺 で は コ ナ ラ亜 属 を主 と し、 クマ シ デ属 ・オ

ニ グル ミ ・ニ レ属 を構 成 要 素 とす る広 葉 樹 林 帯 が

Pll帯 よ り も広 が っ て い た と考 え られ る 。 また 、

五 十 嵐 ほ か(1973)を 参 考 にす る と、P皿 帯 は

約6000年 前 か ら約3700年 前 で あ る と考 え られ る。

PIV帯 は 、広 葉樹 で あ る コナ ラ亜 属 や オニ グル ミ、

クマ シ デ属 が 減 少 し、 反対 に、 針 葉 樹 で あ るモ ミ

属 ・ トウ ヒ属 が 増 加 し始 め る 時 期 で あ る 。 中 村

(1968)、 塚 田(1974)に よ る と、 モ ミ属 、 ト

ウ ヒ属 、 カ バ ノ キ属 が 増 加 す る時 期 をRm帯 と し

て 区 分 して い る 。 ま た 五 十 嵐(1976)、 松 田

(1983)に お い て も コナ ラ亜 属 が減 少 し、 モ ミ属 ・

トウ ヒ属 が さ ら に増 加 す る時 期 をR皿 帯 に対 応 さ

せ て い る 。
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以 上 の こ とか らPIV帯 はRm帯 に対 応 し、 ウ リ

ル ン トウ低 地 周 辺 は コ ナ ラ亜 属 を 中心 と した広 葉

樹 林 帯 が 広 が っ て い た が 、 針 葉 樹 で あ る モ ミ属 ・

トウ ヒ属 が 見 られ る よ うな 針 広 混 交 林 帯 が 広 が り

っ つ あ っ た と 考 え ら れ る 。PIV帯 の 上 部 深 度

186cmの 植 物 片 か ら1700±60yrBPの 年 代 測 定 値

が 得 ら れ て い る の で 、PIV帯 は 約3700年 前 か ら

約1700年 前 で あ る と考 え られ る 。

PV帯 は コ ナ ラ亜 属 が さ ら に減 少 し、 オ ニ グ ル

ミ ・ク マ シデ 属 が 低 出 現 率 を示 す 一 方 、 モ ミ属 ・

ト ウ ヒ 属 が 増 加 す る こ と か ら 、 五 十 嵐 ほ か

(1973)、 松 田(1983)、 塚 田 ほ か(1988)が

示 した 、 コ ナ ラ亜 属 の 減 少 とモ ミ属 、 トウ ヒ属 の

増 加 が さ ら に進 む 時期 に対 応 す る と考 え られ る 。

した が っ て 約1700年 以 降 、 ウ リ ル ン トウ低 地 周

辺 で は コナ ラ亜 属 を中 心 と した広 葉樹 林 帯 が広 が

っ て い た が 、PIV帯 よ り も針 広 混 交 林 帯 が 広 が っ

て い た と考 え ら れ る 。

おいて、幾度かの水質の微変動が認め られたこと

から、草本花粉 ・シダ植物胞子の変動に注 目した、

ウリルン トウ低地の植物群落の変遷を明らかにし、

水域の微変動 との対応を検討する余地がある。そ

の結果を踏 まえ、本稿において示 した木本花粉の

変動との対応 を検討する必要がある。 また、常呂

周辺の考古学的情報 との比較を行うためには、さ

らに多 くの縄文期以降の試料 について検討 し、古

環境変化を明らかにすべ きである。
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ま とめ

サ ロマ 湖 東 部 ウ リル ン トウ低 地 にお け る ボ ー リ

ン グ試 料 の 花 粉 分 析 ・珪 藻 分 析 ・14C年 代 測 定 を

行 っ た 結 果 、周 辺 地 域 の 堆 積 環 境 の 変 化 、森 林 植

生 が復 元 され た 。

珪 藻 分 析 結 果 か ら、 ウ リ ル ン トウ 低 地 は7000

年 前 以 降 に は、 入 り江 が次 第 に海 か ら切 り離 されて 、

汽 水 環 境 を経 て 淡水 の 沼 沢 ～湿 原 と な っ た 。 周 辺

の森 林 植 生 は次 の よ う に変 化 して い っ た 。

(1)約9000～8500年 前 か ら カバ ノ キ 属 が 減 少 し、

コナ ラ亜 属 の 占 め る 広 葉 樹 林 帯 が広 が って い た。

(2)約7000年 前 か ら は 、 コ ナ ラ亜 属 を主 とす る

広 葉樹 林 に モ ミ属 が 点 在 す る針 広 混 交 林 が 見 られ

る 時 期 で あ っ た 。

(3)約5500年 前 か ら は 再 び コナ ラ亜 属 を主 と し、

オ ニ グ ル ミ ・ク マ シデ 属 が 構成 樹 種 で あ る 広 葉 樹

林 が 広 が っ て い た 。

(4)約3700年 前 か らは 、 コ ナ ラ亜 属 を主 とす る

広 葉 樹 林 帯 に モ ミ属 ・ トウ ヒ属 が 見 られ る 針 広 混

交 林 帯 が 広 が りつ つ あ っ た。

(5)約1700年 前 以 降 は さ らに 針 広 混 交 林 帯 が 広

が って い っ た 。

今後の課題

本試料の珪藻分析結果からウリルントウ低地に
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